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西
岡
虎
之
助

荘
園
史
資
料

　
本
書
は
、
前
早
稲
田
大
学
教
授
瀬
岡
虎
之
助
氏

の
古
稀
を
記
念
し
て
、
洞
富
雄
・
松
島
栄
一
・
鹿

野
政
直
氏
を
中
心
に
、
奥
野
中
彦
・
浅
沼
正
明
・

杉
仁
・
中
村
恵
次
・
成
沢
栄
寿
・
佐
藤
和
彦
・
長

岡
篤
・
奥
富
敬
之
・
三
木
靖
・
川
合
光
也
・
稲
生

晃
・
滝
森
英
夫
・
安
在
邦
夫
・
野
口
信
治
・
永
山

喜
教
・
鳥
養
直
樹
の
諸
氏
が
編
纂
さ
れ
た
資
料
集

で
あ
る
。
荘
園
史
資
料
と
は
い
え
、
　
「
律
令
体
制

下
に
お
け
る
荘
園
の
成
立
」
天
年
勝
宝
七
年
三
月

九
日
付
越
前
国
桑
原
荘
券
に
始
ま
り
、
　
「
荘
園
制

の
形
成
扁
「
荘
園
制
の
確
立
」
「
荘
園
制
の
変
質
」

「
荘
園
制
の
崩
壊
と
知
行
制
の
成
立
」
と
大
項
目

を
立
て
、
最
後
は
幕
藩
体
制
成
立
と
農
村
の
小
見

出
し
の
も
と
、
延
宝
六
年
二
月
の
摂
津
国
天
王
村

惣
百
姓
口
上
書
写
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
闘
、
狭

義
の
荘
園
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
荘
園
の
制
度
的
澗

面
、
武
士
・
農
民
・
農
村
・
地
頭
・
守
護
・
戦
国

大
名
・
農
業
技
術
・
手
工
業
商
口
㎜
流
通
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
社
会
経
済
史
の
あ
ら
ゆ
る
聞
題
を
、
項
目

を
立
て
て
列
挙
し
、
農
民
の
娯
楽
や
芸
能
に
も
及

ん
で
い
る
。
し
か
も
そ
の
史
料
は
、
地
域
的
に
は

全
国
に
求
め
、
　
『
教
課
護
国
寺
文
書
』
や
「
柏
原

区
有
文
書
」
な
ど
薪
紹
介
の
史
料
も
博
捜
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
し
た
「
日
本
中
世
社
会
の
全
体
像
を

構
成
」
す
る
た
め
の
史
料
集
の
作
成
、
に
編
者
の

意
園
と
苦
心
が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
中
量
社
会
経

済
史
の
あ
ら
ゆ
る
聞
題
に
つ
い
て
、
規
準
に
な
る

べ
き
史
料
が
撰
択
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
戦
後
二
四
年
、
か
つ
て
西
岡
氏
が
開
拓
さ
れ
、

あ
る
意
昧
で
大
成
さ
れ
た
蕪
園
史
－
中
世
社
会
史

は
、
質
・
量
と
も
に
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
た

研
究
分
野
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
い
ろ
ん
な
概

念
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
問
に
微
妙
な
差
異
も
あ

り
、
共
通
の
史
料
に
よ
る
、
共
通
の
概
念
の
設
定

が
研
究
の
一
層
の
発
展
に
と
っ
て
急
務
と
な
っ
て

き
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
集
は
、
そ
の

為
に
、
き
わ
め
て
有
効
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
古

稀
記
念
の
出
版
と
し
て
ま
こ
と
に
ユ
ニ
ー
ク
で
あ

る
と
と
も
に
、
西
岡
氏
の
記
念
と
し
て
ま
こ
と
に

ふ
さ
わ
し
い
繊
版
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
ら
ゆ
る
闇
題
を
、
金
隅
的
規
模

で
バ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
整
理
す
る
こ
と
は
、
文
字
通

り
歪
難
の
業
で
も
あ
る
。
本
書
を
一
読
し
て
、
そ

の
整
理
の
見
事
さ
に
驚
歎
す
る
の
で
あ
る
が
、
同

時
に
網
羅
主
義
で
あ
る
こ
と
が
、
一
つ
の
欠
陥
で

も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
荘
園
史
と
い
う
場
合
、

東
大
寺
・
東
寺
・
興
福
寺
・
高
野
山
・
公
家
領
等

の
大
荘
園
領
主
の
荘
園
の
も
つ
意
味
が
大
き
く
、

い
ろ
ん
な
概
念
も
、
そ
れ
ら
の
荘
園
に
根
拠
を
も

つ
場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
研
究
史
の
実
情
で
あ

る
と
と
も
に
、
中
世
社
会
の
特
質
で
も
あ
る
と
、

私
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
う
し
た
立
場

か
ら
み
れ
ば
、
本
史
料
集
は
、
い
さ
さ
か
中
心
が

ま
と
ま
ら
ぬ
き
ら
い
が
あ
る
。
と
く
に
、
荘
園
制

の
中
心
で
あ
る
大
和
の
興
福
寺
や
東
大
寺
関
係
が
、

　
がほ
と
ん
ど
脱
落
し
て
い
る
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て

は
、
い
さ
さ
か
不
満
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
本
書
収
載
の
史
料
が
、
何
れ
も
厳

重
な
吟
味
を
経
た
適
切
な
も
の
ば
か
り
で
あ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
重
ね
て
い
え
ば
共
通
の

史
料
に
よ
る
共
通
の
討
議
の
場
を
握
供
さ
れ
た
仕

事
と
し
て
本
書
は
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
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